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名豊道路の渋滞対策について

2
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○ 名豊道路本線においては、蒲郡バイパスの端末部となっていた蒲郡ICにおいて、本線が開通したことにより速度低下が解消した一
方、本線利用交通量が増加したことにより、オンランプ合流部や車線減少部で新たに速度低下が発生。

○ 速度低下が顕著な課題箇所について、交通状況のモニタリングを行い、関係市町と連携して対策立案。
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（１）国道23号:名豊道路事業 蒲郡バイパス（実施主体:国土交通省） :令和7年3月8日開通

１．昨年度までに実施した渋滞対策及び効果

名豊道路の速度状況

20㎞/h未満 20～30㎞/h 30～40㎞/h 40㎞/h以上実線 :オンランプ位置 破線 :オフランプ位置 出典:ETC2.0データ（開通前:R6年5月13日～17日 平均、開通後:R7年5月12日～16日 平均）50mピッチ・10分間隔で集計
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■開通前後の平均速度

：速度低下が顕著な課題箇所

三河港エリア
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＜下り方向＞



２．今年度に実施した渋滞対策及び効果
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（２）一般国道23号 豊橋バイパス:大崎ICオフランプ 車線増設（実施主体:国土交通省） :令和7年12月施工完了

三河港エリア

○ 大崎IC上りオフランプ部では、朝ピーク時に右折車の集中による渋滞・滞留が発生し本線上まで延伸。
○ 対策として、上りオフランプを拡幅し、右折車線の2車線化及び延伸により、右折車の捌け台数を増加させるとともに、滞留スペース
を確保。対策により、右折車両による最大400ｍの渋滞⾧が解消。

○ 朝ピーク時の渋滞は解消したものの、夕ピーク時間帯は大崎インター東交差点を先頭とした先詰まりが発生していることから、引き続
き大崎インター東交差点の対策を検討する。

至
豊
川

至
浜
松

259

至
豊
川

至
浜
松

259

至 豊橋市街至 豊川

愛知県

広域図

大崎インター西交差点
大崎インター東交差点

23

259
大崎IC

（大崎インター西交差点）

大崎IC
（大崎インター東交差点）

地理院地図

主要渋滞箇所

至 田原 至 浜松

• 大崎IC上りオフランプを拡幅し、右折車線の2車線化及び延伸し、右折車の
捌け台数を増加させるとともに滞留スペースを確保。

• 同時に、大崎インター東交差点 国道23号上り流入部で、右折車線を延伸
。

対策概要

効果検証

出典:交通状況調査結果（対策前:R7年4月15日（火）、対策後:R8年1月22日（木））6:00～20:00調査

大崎IC(上り)オフランプ
渋滞⾧・交通量の変化
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対策前 対策後
交通量（台/時） 渋滞⾧（ｍ）交通量（台/時） 渋滞⾧（ｍ）

時間帯時間帯

7時台右折
608台

（123台増）

対策後

対策前

右折2車線化・右折車線延伸
右折車の捌け台数を増加

させるとともに滞留スペースを確保

右折車の集中により
滞留が延伸

対策前

撮影日:H29年10月6日（金）8時台

第2車線
（右折車線）

第1車線
（直進・左折）

車線
構成

7時台右折
485台

至
浜
松

至
豊
川

259

右折台数
全車 4,254台/14h
大型 565台/14h

右折車の
渋滞が解消

至
浜
松

至
豊
川

259

最大渋滞⾧
400m（7時台）

右折車集中時に
直進及び左折交通の

阻害が発生

右折台数
全車 4,145台/14h
大型 467台/14h

対策前
大崎IC(上り)オフランプ 朝ピーク時の渋滞状況

夕ピーク時の渋滞状況

撮影日:R8年1月22日（木）17時台

夕ピーク時:大崎インター東交差点を先頭とした滞留が、大崎インター西交差点まで影響
引き続き

大崎インター東交差点の
対策を検討

渋滞400m

朝ピーク時渋滞解消

位 置 図

対策後
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（３）国道23号:名豊道路 岡崎バイパス 西尾東IC 車線運用の変更・合流部対策（検討主体:国土交通省）

３．今後の取り組み予定 岡崎エリア

○ 岡崎バイパス（上り）西尾東IＣでは、車線減少部やオンランプ合流部において、合流車両による速度低下が発生。
○ 対策として、車線減少部では、第1走行車線はオフランプ行き・第2走行車線は本線行きの車線運用に変更し、ランプ交通と本線
交通の機能分化を図り、オンランプ合流部では、ラバーポールの設置や注意喚起看板を設置し、ファスナー合流を促すことで、交通
流の改善につなげる。対策工事はＲ８年度に実施予定。

現状の課題

対策①:本線交通運用の変更

岡崎バイパス（上り）本線交通の速度状況
■20km/h未満
■20～30km/h
■30～40km/h
■40km/h以上車線

減少
6時台
7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台

中原 小島江原 西尾東進行方向
（上り）

O
F
F

O
F
F

O
F
F

O
N

O
N

O
N

西尾東IC付近を
先頭とした速度低下が
小島江原ICまで延伸

至
名
古
屋

至

蒲
郡車線

減少車線減少による
速度低下

オンランプ合流による
速度低下

西尾東IC
上りオンランプ

撮影日:
2025年
8月5日（火）
11時台

車線減少部での
合流車両

撮影日:
2025年
4月22日（火）
10時台

ETC2.0データ
（2024年5月 平日）

第1車線側 第2車線側

オフランプ
分岐部手前に
100m間隔で
6箇所設置

（設置箇所）
オフランプ分岐部
分岐300m手前
分岐800m手前

現況 対策

対策②:オンランプ合流部対策
現況 対策

至
蒲
郡

至
名
古
屋

西尾東IC上り
オンランプ ゼブラ帯上やゼブラ帯直後で

車間が詰まった本線に合流

車間を確保するために本線車両がブレーキ

速度低下が伝搬

至
蒲
郡

至
名
古
屋

西尾東IC上り
オンランプ

（合流部対策:本線車両）
合流車への注意喚起看板等

（合流部対策:合流車両）
ラバーポール+路面矢印設置

位 置 図

主要渋滞箇所

愛知県

西尾東IC【国道23号岡崎BP】

広域図

名豊道路

岡崎バイパス

至 安城市

地理院地図

至
額
田
郡
幸
田
町

4車線
区間

2車線区間

西尾東インター
交差点 23

対策概要
:本線へ向かう交通（車線減少区間で第1車線を走行）
:オフランプヘ向かう交通

:本線へ向かう交通（車線減少区間で第2車線を走行）

至
蒲
郡

至
名
古
屋

西尾東IC
交差点

①オフランプの渋滞が
本線まで延伸

②第2車線から
第1車線へ車線変更

③車線減少部での
合流車両

渋滞後尾での
車線変更による錯綜

現況 西尾東IC上り
オフランプ

対策

至
蒲
郡

至
名
古
屋

西尾東IC
交差点

本線

西尾東出口

:オフランプヘ向かう交通
:本線へ向かう交通

本線車線運用の変更
（車線減少方法の変更（２車線→１車線））

車線減少部での
合流を解消

車線案内看板の変更
（注意喚起看板内容変更）

本線の車間を確保し
合流車線を十分活用した
スムーズな合流を促す
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（４）国道23号:名豊道路 豊橋バイパス 豊川為当IC・小坂井御津IC 合流部対策（検討主体:国土交通省）

３．今後の取り組み予定 三河港エリア

○ 豊橋バイパス（上り）では、朝ピーク時に小坂井御津ICオンランプ利用交通の集中および、合流部通過後の上り勾配による速度回
復遅れにより、合流部を先頭とする速度低下が発生。

○ 豊川為当ICオンランプでは、特に大型車の利用交通が多く、合流車両が車群を形成して本線に合流し、本線の速度低下が発生。
○ 対策として両ICのオンランプ合流部において、ラバーポールの設置や注意喚起看板を設置し、ファスナー合流を促すことで、交通流の
改善につなげる。対策工事は令和８年度に実施予定。

オンランプ

至
東
京

合流車両が車群を形成し
複数台が連続して合流

上り勾配区間で
速度回復が遅れる
（小坂井御津IC）

速度低下が伝搬 車間を確保するために本線車両がブレーキ 上り勾配 下り勾配

至
名
古
屋

（小坂井御津ICのみ勾配あり）

対策概要

位 置 図

主要渋滞箇所

愛知県

豊川為当IC・小坂井御津IC
【国道23号豊橋BP】

広域図

23

至 名古屋

地理院地図

豊川為当IC

至 東京

小坂井御津IC

現況

対策概要

対策

至
東
京

オンランプ

至
名
古
屋 ラバーポール設置済み

※小坂井御津ICのみ設置

（上り勾配対策）
速度回復を促す案内看板設置

本線の車間を確保し
合流車線を十分活用した
スムーズな合流を促す

合流後の上り勾配による
速度回復遅れを緩和

（合流部対策:本線車両）
合流車への注意喚起看板

（合流部対策:合流車両）
ラバーポール※+路面矢印設置

※ラバーポールは
小坂井御津ICのみ設置
（豊川為当ICは設置済） 出典:ETC2.0データ（R7年5月平日平均）

出典:交通量調査結果・モバトラ交通量（R7年5月13日（火））

6時台
7時台
8時台
9時台
10時台
11時台
12時台
13時台
14時台
15時台
16時台
17時台
18時台
19時台

東海道
新幹線

至

東
京

至
名
古
屋

標
高（
ｍ
）

100

0

80
60
40
20

上り勾配区間で
速度回復が遅れる

進行方向

豊川為当IC
上りオンランプ

合流車両が車群を
形成し複数台が
連続して合流

豊川為当IC
上りオンランプ交通量

←大混率
52%

小坂井御津IC
上りオンランプ

豊川為当IC
上りオンランプ

合流車両が車群を
形成し複数台が
連続して合流

20㎞/h未満 20～30㎞/h 30～40㎞/h 40㎞/h以上 撮影日:2025年7月18日（金）7時台

現況の課題
豊橋バイパス（上り）の速度状況・交通状況

豊川為当IC合流部を
先頭とした速度低下

朝ピーク時
小坂井御津IC合流部を
先頭とした速度低下

速度低下が豊川為当ICまで延伸

小坂井御津IC
上りオンランプ

車間を確保
するために
本線車両が
ブレーキ

大型車交通量が多い
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（５）国道23号:名豊道路 豊橋バイパス 豊川為当IC・小坂井御津IC 合流部対策（検討主体:愛知県・豊川市）

３．今後の取り組み予定 三河港エリア

○ 豊川為当インター交差点では、豊川為当IC利用交通の集中により渋滞が発生。このため、朝ピーク時には豊川為当ICの利用を避
けて小坂井御津ICへ迂回する交通が発生し、豊橋バイパス本線で小坂井御津IC合流部を先頭とした速度低下が発生。

○ 対策として、豊川為当ICへの案内看板を設置し、小坂井御津ICへ迂回する交通を抑制する。また、交通安全プログラムの推進、
無信号交差点部の安全対策を実施し、迂回路となっている県道の歩行者の安全性を向上させる。

○ 一部の安全対策を令和７年度に実施済み。他の対策工事は令和８年度に実施予定。

現況の課題

至 名古屋

至 東京

23

470ｍ

350ｍ

8時台

31

1

400ｍ

260ｍ

7時台

240ｍ

30ｍ

7時台

200ｍ

100ｍ

6・7時台

31

23

本線に
影響なし 豊川為当ICへ

向かう左折交
通

による渋滞

本線に
影響なし

地理院地図
最大
滞留⾧

最大
渋滞⾧

最大渋滞⾧
発生時間帯

出典:渋滞⾧調査結果（R7年5月13日（火））
調査時間帯6:00～10:00、16:00～20:00

豊川為当インター交差点最大渋滞⾧・滞留⾧

至豊川為当
インター

渋滞⾧・滞留⾧が延伸

1

本線

2 小坂井御津IC
上りオンランプ

出典:ETC2.0データ（R7年5月平日）

小坂井御津IC上りオンランプ利用交通の経路

3

31

23

31

1

384
2

375

23

373

小坂井御津IC利用交通の
うち、約4割が(主)東三河
環状線を経由した交通
（小坂井御津ICへ迂回）

トリップ経路割合

2％ 100％

3

地理院地図

375

県道375号は通学路に指
定されているが、迂回交通
により安全性が低下

至
名
古
屋

至 東京

23

案内看板①

案内看板②

案内看板③

豊川為当
インター
交差点

無信号
交差点

地理院地図

主要渋滞箇所

愛知県

豊川為当IC・小坂井御津IC
【国道23号豊橋BP】

広域図

対策概要対策概要

交通安全プログラムの推進

至 東京
（至 小坂井御津IC）

小坂井御津ICへの迂回(安全)対策
豊川為当ICへの
案内看板設置

案内看板①② 案内看板③

R5年度豊川市
交通安全プログラム点検結果

（豊川市立御津南部小学校）より

対策(予定)
内容

通学路の状況・
危険の内容

待機場所ス
ペース確保
のための同
意を得ていく

バイパス混雑時に抜
け道として使っている
車が多いが、道幅が
狭く、歩くスペースが
なく危険

案内看板① 設置イメージ

案内看板
①②

撮影日:2025年7月18日（金）7時台

23

至 名古屋

地理院地図

豊川為当IC

至 東京

小坂井御津IC

対策
箇所375

373

31

1

引き続き
関係機関と
対策を検討

赤:令和8年度実施予定対策青:令和7年度実施済対策

舗装・路面標示
補修(R7.7実施)

ポストコーン追加設置(R7.8実施)
外側線引き直し(R7.7実施)

路肩部を最大70㎝
程車道側へ広げ、交
差点部に歩行者が滞
留するスペースを確保

ポストコーン
新規設置(4本)

写真A

写真A

位 置 図



（６）国道23号:名豊道路 豊橋バイパス 前芝IC 車線減少部対策・信号現示見直し（検討主体:国土交通省・愛知県警察）

三河港エリア【対策00:三河地域】

8

○ 豊橋バイパス（下り）では、本線車線減少部において、本線交通が第2車線に集中、2車線区間で上り勾配により速度低下が発生。
○ 対策として、車線減少部ではラバーポールの追加設置、上り勾配部では速度回復を促す案内看板を設置するとともに、既設の案内看
板を更新し、利用経路の転換を促す。令和８年度に実施予定。

○ 前芝IC下りオフランプでは、右折交通集中時に本線上（第1車線）に速度低下が発生し、国道247号では、前芝IC上りオンランプへ
向かう左折交通の渋滞が発生。

○ 対策として、豊川橋北交差点の信号サイクルを調整。令和８年度の実施に向け調整中。

３．今後の取り組み予定

位 置 図

主要渋滞箇所

愛知県

前芝IC
【国道23号豊橋BP】

広域図

23

至 名古屋

地理院地図 至 東京

前芝IC下り
オフランプ

豊川橋北交差点

528

528

（
至
豊
川
Ｉ
Ｃ
）

（至 音羽蒲郡IC）

豊川橋北交差点 信号サイクル調整（案）

下りオフランプ直進交通が減少したこ
とから、1Φの青時間を減少させ、渋
滞が発生しているオフランプ右折交
通（2Φ）・オンランプへの左折交通
（2Φ、3Φ）の青時間を増加

対策概要

至
東
京

至
名
古
屋

23

前芝IC下り
オフランプ

上り勾配対策
速度回復を促す
案内看板設置

車線減少部対策
ラバーポール追加設置

豊川橋北
交差点

上り勾配による
速度回復遅れを緩和

車線減少部を上り勾配区間
から遠ざけ、相互の速度低

下の影響を軽減

前芝ICオフランプ
案内看板更新

現況 対策

本線の対策

豊川橋北交差点（前芝ICオフランプ交通）への対策を検討

蒲郡・豊川市街地、
東名高速利用交通を
前芝ICオフランプに誘導

名豊道路全線開通による交通量変化

豊橋バイパス（下り）の速度状況・交通状況

出典:交通量調査結果・トラカン交通量より算出 開通前:R7年3月4日（火）、開通後:R7年5月13日（火））6:00～20:00交通量

本線通過交通 約700台増加

(台/14h)

開通前 開通後

本線通過交通
528

至
名
古
屋

至
東
京

（至 豊川ＩＣ）

豊川橋北
交差点

前芝IC下り
オフランプ

前芝IC上り
オンランプ

23

❹左折
約800台増加

❸右折
約900台増加

❷直進 約500台減少

• 名豊道路全線開通により、前芝ICオフランプ直進交通は減少したが、本線通過交通は増加。
• また、東名豊川ＩＣ方面⇔豊橋バイパス方向（❸❹）は名豊道路全線開通前より利用が多い。
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標
高（
ｍ
）

6時台
8時台
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14時台
16時台
18時台

進行方向

東海道
新幹線

至

東
京

至
名
古
屋

上り勾配で速度低下

小坂井御津IC
オフランプ

豊川橋北

出典:ETC2.0データ（R7年5月平日平均）

20㎞/h未満
20～30㎞/h
30～40㎞/h
40㎞/h以上

前芝IC
オンランプ

前芝IC
オフランプ

6時台
8時台
10時台
12時台
14時台
16時台
18時台

前芝IC下りオフランプ利用交通の速度状況

車線減少部 本線通過交通の速度状況

至 豊川橋北交差点

開通後最大渋滞⾧
420m（7時台）

本線

前芝IC下り
オフランプ

第1車線:前芝ICオフラ
ンプ交通集中時に、本線
上までオフランプの速度低
下が影響

第2車線:車線減少
及び車線減少後の上り勾配
による速度低下が延伸

現況の課題

三河港エリア


